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デジタル社会に「安心」「安全」「安定」を



標的型メール訓練サービスについて

訓練を実施することにより、社員一人一人のセキュリティ意識の向上に寄与し、
インシデント発生時の対応プロセスを再認識させることで、組織全体としてセキュリティリスクの低減を図ります。

弊社はシステムの貸し出しよりも、配信代行に焦点を当てた提供モデルを提供しています。お客様はシステムの運用について心配せず、代わりに弊
社が訓練メールの配信を代行し、セキュリティ意識向上の訓練を行います。円滑な訓練実施のため、定期的な進捗報告やタスク等の確認を行います。

システムの運用について心配なし！丁寧なコミュニケーションフローで弊社が配信代行を行います

ポイントポイントポイントポイント

標的型メール訓練サービスの特長

配信通数やメールコンテンツを組
み合わせることで、大手サービス
会社のパッケージプランでは提供
できない価格帯でサービス提供を
実現いたします。

社員のセキュリティ意識の
向上

1

セキュリティ事故の被害は、時間
の経過とともに増大します。本
サービスでは、社員一人一人がイ
ンシデント発生時に速やかな対応
が行えるよう、プロセスの再認識
を行います。

インシデント対応プロセス
の再認識

2

弊社スタッフがヒアリングを行
い、お客様のニーズに合致したプ
ランのご提案いたします。メール
コンテンツを組み合わせること
で、他社にはないオーダーメイド
での標的型メール訓練が可能で
す。

カスタマイズの幅が広い

3
3

お客様はシステムの運用について
心配せず、代わりにレオンが訓練
メールの配信を代行し、セキュリ
ティ意識向上の訓練を行います。

配信代行サービス
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弊社が提供する標的型メール訓練サービスの強み

実施フロー

※製品の仕様は、予告なく変更する場合があります。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。
※本カタログ中の情報は、カタログ作成時点のものです。

当サービスについて詳しい内容・お問い合わせはこちらまで

株式会社レオンテクノロジー https://www.leon-tec.co.jp/

https://www.leon-tec.co.jp/service/
本カタログのサービスの詳細情報

営業時間　平日 10:00～19:00
TEL 03-5957-1960

こんな課題ありませんかこんな課題ありませんかこんな課題ありませんかこんな課題ありませんか

一般的なモデル一般的なモデル一般的なモデル一般的なモデル

管理は自己責任

通常、多くの標的型メール訓練サービス提供会
社は、お客様にシステムを貸し出し、お客様自身
で訓練サービスを運用する形態を採用していま
す。お客様は自己運用を行うため、システムの
セットアップや管理に関する責任があります。

レオンテクノロジーなら！レオンテクノロジーなら！レオンテクノロジーなら！レオンテクノロジーなら！

配信代行に焦点を当てた提供モデル配信代行に焦点を当てた提供モデル配信代行に焦点を当てた提供モデル配信代行に焦点を当てた提供モデル

レオンが訓練メールの配信を代行

一方で、レオンはシステムの貸し出しよりも、配
信代行に焦点を当てた提供モデルを提供してい
ます。お客様はシステムの運用について心配せ
ず、代わりにレオンが訓練メールの配信を代行
し、セキュリティ意識向上の訓練を行います。

おまかせ
ください！

プロジェクトの内容の確認、体制、スケジュール、進め方について提
示する。

キックオフ

1

正確にメールが配信できるか・開封通知を受け取れるかチェックす
る。

テスト配信

2

標的型メール訓練を実施する。

本配信

3

集計期間を経て、レポートを作成。その後納品物としてレポートを送
付する。

レポート
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